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ソ
マ
リ
ア
、ケ
ニ
ア
、エ
チ
オ
ピ
ア
、ジ
ブ
チ
な

ど〝
ア
フ
リ
カ
の
角
〞と
呼
ば
れ
る
東
ア
フ
リ
カ

地
域
で
、過
去
60
年
間
で
最
悪
の
干
ば
つ
が
続

い
て
お
り
、多
く
の
人
々
が
死
亡
、食
料
不
足

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
被
害
が
深
刻
な
ソ
マ
リ
ア
か
ら
多
く
の

難
民
が
隣
国
ケ
ニ
ア
の
ダ
ダ
ブ
難
民
キ
ャ
ン
プ

に
押
し
寄
せ
、キ
ャ
ン
プ
は
収
容
可
能
人
数
を

大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、ケ
ニ
ア

政
府
か
ら
の
緊
急
支
援
要
請
を
受
け
て
、８
月

５
日
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
用
テ
ン
ト
２
７
０
張
、ス
リ

ー
ピ
ン
グ
マ
ッ
ト
２
５
０
０
枚
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ

ー
ト
１
８
０
巻
、毛
布
２
５
０
０
枚
、ポ
リ
タ
ン

ク
２
０
１
６
個
、簡
易
水
槽
22
台
、発
電
機
50

台
、コ
ー
ド
リ
ー
ル
50
台
を
供
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
月
８
日
に
は
、
無
償
資
金
協
力

「
第
二
次
地
方
給
水
計
画
」の
実
施
契
約
を
締

結
。
降
水
量
の
少
な
い
南
部
地
方
に
給
水
施

設
を
50
カ
所
以
上
建
設
す
る
と
と
も
に
、住
民

参
加
型
の
施
設
運
営
管
理
を
支
援
し
、干
ば

つ
時
で
も
安
定
的
な
水
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
の
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い

て
、早
急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

02東アフリカの干ばつに対するＪＩＣAの支援

03「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ２０１１」にＪＩＣＡも参加！

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
受
け
、宮
城
県
や
福
島
県
な
ど
の
被

災
地
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

研
修
コ
ー
ス
も
、そ
の
多
く
が
や
む
な
く
延

期
や
中
止
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、研
修
の

実
施
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
再

開
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
で
の
震
災
後
初
の
研
修
と
な
っ
た

の
は
、６
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た「
医
療
電
子

機
器
」研
修
。７
人
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
研
修
員

が
福
島
県
を
訪
れ
、医
療
電
子
機
器
の
構
造

や
保
守
管
理
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。こ

の
研
修
の
再
開
に
向
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
は
、

研
修
実
施
機
関
の
株
式
会
社
メ
デ
ィ
サ
ン
が

あ
る
郡
山
市
に
足
を
運
び
、水
・
電
気
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
日
用
品
の
確
保
が
可
能
で

あ
る
こ
と
、放
射
線
量
が
人
体
に
影
響
が
な

い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
事
前
に
確
認
。

研
修
員
の
不
安
解
消
の
た
め
、こ
の
情
報
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
レ
ー
シ
ア
事
務
所
で
の
説
明
会
で

参
加
者
全
員
に
伝
え
ま
し
た
。
福
島
県
で

は
、さ
ら
に
２
つ
の
研
修
コ
ー
ス
が
再
開
し
て

お
り
、今
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
研
修
実
施
機
関

や
受
入
地
域
と
協
力
し
、延
期
・
中
止
に
な
っ

た
研
修
を
再
開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、震
災
の
発
生
を
受
け
て
研
修
途
中

で
帰
国
し
た
研
修
員
も
多
か
っ
た
中
、独
立

行
政
法
人
建
築
研
究
所（
茨
城
県
つ
く
ば

市
）の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
る「
津
波
防
災
」

コ
ー
ス
の
研
修
員
は
、震
災
当
日
に
震
度
６

弱
の
揺
れ
を
経
験
し
な
が
ら
も
全
員
が
日
本

に
残
り
、研
修
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、地
震
・
津
波
の
被
害
に
繰
り
返
し

見
舞
わ
れ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ

ア
、ペ
ル
ー
の
津
波
対
策
機
関
の
職
員
や
研

究
者
。こ
の
研
修
で
、津
波
の
発
生
・
伝
播
・

遡
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
津
波
対
策
の
知
識
を

身
に
つ
け
、自
国
で
の
津
波
早
期
警
報
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
た
対
策
の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま

す
。７
月
に
は
、初
め
て
宮
城
県
と
岩
手
県

の
沿
岸
部
を
訪
れ
、津
波
に
よ
る
被
害
を
視

察
。被
害
の
大
き
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が

ら
も
、防
波
堤
や
防
潮
堤
、迅
速
な
警
報
、避

難
体
制
な
ど
、津
波
防
災
の
分
野
で
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
日
本
の
技
術
を
学
び
、自

国
へ
生
か
し
た
い
と
の
思
い
を
強
め
て
い
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
・
２
日
に
、東
京
・
日
比
谷
公

園
で
開
催
さ
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
１
」で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

個
別
ブ
ー
ス
で
の
展
示
の
ほ
か
、メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

目
玉
の
一
つ
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ

の
直
前
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
す
る
、モ
デ

ル・
道
端
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員

の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
。
青
年
海
外
協
力
隊
の

活
動
な
ど
を
視
察
し
た
道
端
さ
ん
が
、ネ

パ
ー
ル
の
実
情
や
日
本
の
若
者
の
活
躍
な

ど
を
報
告
し
ま
す
。ま
た
、医
師
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
代
表
理
事
の
桑

山
紀
彦
さ
ん
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
コ
ン

サ
ー
ト「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ　

東
日
本
大

震
災
と
国
際
協
力
版
」も
見
ど
こ
ろ
の
一

つ
。ス
テ
ー
ジ
後
に
は
、東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
活
動
し
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
、夏
休
み
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
現
場
を
視
察
し

て
き
た
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー（
市
民
）を

交
え
、国
内
の
復
興
支
援
と
国
際
協
力
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
予

定
し
て
い
ま
す
。最
新
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w
w
.gfjapan.com

）で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）10
時

〜
17
時

会
場
：
日
比
谷
公
園（
東
京
都
）

東日本大震災の影響を受けた研修コースを再開 01

震災後初めて被災地の福島県を訪れた「医療電子
機器」コースのマレーシア人研修員

「津波防災」コースの研修員は、宮城県女川町などを
訪れ、港近くの津波被災状況を視察した

ケニア北東部のダダブ難民キャンプには、7月現在、
約38万人のソマリア難民が避難している

昨年は、JICAブースで展示や
キャリア相談などを実施




